
マンションを 100年以上使っていくために、 

今やるべきこと～築 50年時代のマンション再生～ 
 【共催】 公益社団法人日本建築家協会関東甲信越支部メンテナンス部会 

                特定非営利活動法人中部マンション管理組合協議会 

                        一般社団法人マンション維持管理機構 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊  第第 55５５回回ママンンシショョンン問問題題研研修修会会ののごご案案内内  ＊＊  

特定非営利活動法人（NPO法人） 

中部マンション管理組合協議会 
    ホームページ：http://www.chubu-kankyo.org  メール：info@chubu-kankyo.org 

TEL:052-322-9956   FAX:052-322-9959 

1956年に日本初の民間分譲マンションが販売されて以来、既に 63年が経過しました。 

中部マンション管理組合協議会会員管理組合でも、複数のマンションが築 50年を迎えています。 
 

また、平成30年度マンション総合調査結果によると、マンション居住世帯主の年齢は 70歳代以上の割合が増加す

ると共に、62.8％以上の区分所有者が「永住するつもりである。」としています。 

住み慣れたマンションの安全で快適な居住環境や資産価値の保全が図られるように、管理組合の適正な運営を促し、

マンション管理の長期ビジョンを共有し、マンションの「長寿命化」を計る必要があります。 
 

関東圏での豊富な事例を通して、築 50年建物の課題を知り、マンションを 100年以上使っていくために、『今やるべ

きことは何か』・・・ご一緒に考えて行きましょう。 

後援予定：国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、公益社団法人愛知建築士会、中日新聞社、公益財団法人マンション管理センター 

2019年 12月 7日（土）13：30～16：00 受付 13:15～ 

日本特殊陶業市民会館 ３階 第 1会議室 
名古屋市中区金山１丁目５番１号  ☎052-331-2141（代） 

 

◆ マンションを 100 年使っていくための「備え」と「改修実務」／江守 芙実 

（公社）日本建築家協会関東甲信越支部メンテナンス部会 副部会長 

◆ マンションを 100 年使っていくための「給排水設備改修」／柳下 雅孝 

（公社）日本建築家協会関東甲信越支部メンテナンス部会 部会長 

◆  適切な改修を実現するためのコンサルタント選定手法／柴田 幸夫 

（一社）クリーンコンサルタント連合会（CCU）会長 
 

☆☆参考書籍「マンションを 100年以上使っていくために今やるべきこと」は当日閲覧できます☆☆ 

9０名（先着順） 

会員：無料   非会員：500円 

電話、Ｅメールもしくは裏面申込用紙によりお申込ください。 

日 時 

会 場 

講演テーマ&講師 

募集人員 

資 料 代 

申込方法 

問 合 せ 

tel:052-322-9956


 

 

住   所 
〒 

マンション名 
 

参 加 者 

氏     名 部屋番号 電話番号  

   役 員 

居住者 

その他 

   役 員 

居住者 

その他 

   役 員 

居住者 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 中部マンション管理組合協議会 

ＦＡＸ送信先  ＦＡＸ番号 052-322-9959 

（通信欄） 

ＦＡＸを受信後、受付の返信をさせていただきます。 
 

返信先ＦＡＸ番号 

「第 55回マンション問題研修会」参加申込書 

       （     ） 

※公共交通機関でご来館ください 

 

【JR】 

東海道本線・中央本線「金山」駅北へ徒歩５分 
 

【名鉄】 

名古屋本線「金山」駅 北へ徒歩５分 

 

【地下鉄】 

名城線「金山」駅地下連絡通路あり徒歩３分 

 

【市バス】 

「金山」 北へ徒歩３分 


